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内 容 梗 概

近時タクシー会社で経営合理化および顧客に対するサービス向上のためタクシ㌧一,ハイヤーに無線機

を取り付けて営業所と無線電話を行うことが広く行われている｡〕

本文はそれら｢タクシー用無線｣として使用される無線機の概昭と特長を説明し,次いでタクシー会

社数社が一つの電波を共用するために使用する選択呼出装置の説明とこれに関する試作機の紹介を行っ

た｡

1.緒

タクシー会社において近時その経営合理化と顧客への

サービス向上の目的に超短波移動無線電話装閏を利用す

ることの効果に着日し,大中都市のタクシー会社で広く

使用される傾向にある｡

日立製作所ほいち早く名古屋カスミタクシー,福井本

町タクシー,そのほかにタクシー川超短波無潮を納入し

てきたが,昭和33年に150Mc柿40kc,60Mc滞30kc

セバレーション方式の実施をみるにあたり,電波監班局

の技術怒準に合格したタクシーJ~【1FM無線機を新たに設

計 作し,北海道交通,近鉄タクシー,そのはか全国タ

クシー会社に納入した｡以下その概要を紹介し,また近

くタクシー無線用として採川される選択呼J-11装iEモについ

ての 明を行うこととする｡

2.タクシー用無線電話装置の概要

2.1タクシー用無線の効果

タクシー無根の効果ほ

(1)中が車庫へもどるのを待たずに配車できるから

早く客の求めにこたえられ,サービスの向上となる｡

(2)客の多い地域を営業所より無線車に教えること

ができるので実車の率が大幅に増す〔.､

(3)自社タクシーの稼動状態を確実に把韓できる｡

(4)以上により,串水担げ増加,ガソリン責の節減

を図ることができる｡

などにより会社経営の合理化,客へのサービス向上を行

うことができる､｡

2.2 タクシー用無線機に要求される条件

タクシー川無線ほ次のような設計上の真作が必要であ

る∪

(1)′ト形軽量で乗用車に適合すること｡

タクシー肛鯉線機の構造および寸法は,乗1-1-1串の限

られたスペース抑こ機器を取り付けうることが必要で

あるから,小形軽量であり,かつ各種乗用車の荷物入

れ,計器盤などに容易に取り付け可能でなければなら

ないL-.､

(2)電ノ]消費が少ないこと｡

タクシー用無線機の電源はE】動車の蓄電池せ共相す

るので電力消費の少ないことが絶対必要である｡

自動車電装品(ダイナモ,蓄電池)の容量は日動単

に佐川するヘッドライトなどiこ必要な電力を差し引く

と余裕が少ないので,無線機を設備する場合はその電

打消費が大きいと蓄電池が 続使用に耐へ得なくなる

おそれがあるし,したがってわれわれは無線機の電力消

費を撤力低減せしめるように設計を行ったが,近い将

第1表 タク シ′･一 無線 用 機 器一 覧 表
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第1図 タク シ′･一 無線機器取付状況
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来にほトランジスタの採月封こよって電力消費のさらに

少ないタクシー無線が実用化されることが期待され

る｡

(3)安定な機器であること｡

タクシー無線では使用者がタクシー運転手で通信機

に関してほ素人であり,日常の保守も多くは望めない

こと｡終日連続に振動状態で使用されることなどの苛

酷な条件があるため機器は特に安電化する必要があ

る｡

(4)価格の安いこと｡

3.機器の説明

3.1構 成

タクシー用無線機としては｢1-けコ10W(またほ5W)の

固定局装置と,H力5Wの移動局装㌍亡とから成るのが普

通である.｡機器ほ無線腰本体と,これを操作するに必要

な制御器および空中 とで構成されている｡

日立製作所における標準構成----･覧表ほ弟1表のとおり

である.｡選択呼出装f程を必要とするときほ,固定局側へ

"SSB-8形固定f副:H選択呼fl_l装置"を,移動局側へ

"SCⅣト11形移動局周選択呼‖装覆"を追加すれほよい｡

3.2 構 造

(1)10W固定局用装置(SEF-102形,SEF-105形)

弟3図の外観写二抑こ示すように横形筐体内に交流電

源都,送信機,および受信機を組み込み筐体前面に制

御部と接続用コネクタを取り付けてある｡構造ほSEF

-102形(150Mc荷用)と SEF-105形(60Mc帯用)

とは送受信機パネルが異なる以外はまったく同一の設

計となっている｡外形寸法は第4図に示すとおりこの

種無線機としてきわめて小形化されているので,事務

机のLそのほか適当な場所を選んで牢易に据付けを行

うことができる｡

(2)5W移動局用装置(SEM-051玖SEMJ)54形)

第5図の外観写真および弟d～8図の柄造園に示す

ように横形筐体内に送受信機を一体として組み込んで

あり,コンバータ電源部ほ別シャーシに組み立てて筐

体内に取り付ける碑造としてある｡迫二流入力電源 圧

6Vの場合,12Vの場合,あるいは24Vの場合など,

日動革の種別により令瞳の要求が起る場合は送受 磯

部ほその■ままとして,コンバータ電盲原部のみを交換す

jtばよい隅造としてある｡

本装托はさきに述べたところのタクシー無線として

の必要条件から,次の点に注意して設計してある｡

(a)小形軽退かつ乗用申に適合する｡

舞l図こその取付け状況をホしてあるが,無線機本

体を鉦動事後部荷物入れi･こ据え付けた場合,その体積

が小さいので片隅に容易に取付可能であって,予備タ

イヤの古脱そのほか荷物の鑓載に支障がない｡体積は
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第2図 タク シ
ー無視通話状況

(左よりSEF-102形10W撫規機,SSBpB7E!選択呼汗.装置制

御器,本体および電話j蔑)

第3図 タク シー無細岡定り川生三置
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第8L9:1SEM-051形150Mc,SEM-054形60Mc

5W F丸i無線機構造図
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､

Ⅲ力25＼l■のノこ形俄に比して約55写,重量ほ約50%で

あるし

(b)電力消貞の節減,複合伴の偵瓜 電流消費の少

ない真空管6BH6の値札あるいほ回路の簡易化によ

り,使用真空管数ほ,SEM-051形(150Mc茄川封 で

は19本,SEM-054形(60Mc節用､)でほ17本と鼓′j､

であF),電力消費も12V電線の場合次のとおりであり

きわめてわすかで足りる｡

待受時

SEM-051A形 6A

SEM--05iA形 5A

タクシーとして使用される中形率,′ト形率の 源容

量は第2表のとおりであり,蓄電池ほ12V,40､50Ah

(20HR),ダイナモは170～2001†rの容量である｡

一方日動皐の消費電力とL-て(よ,前照灯45W'×2,

テール灯12W,ライセンス811･′,イブニション6Ⅵ√,

そのほかワイパ,ホーン,フラ､ソシヤ,スタータなど

がある〕今,夜間無線車か走行している場合の全消費

電力を計算すると,

第41巻 第7一片

第2表 代表的｢′丁動車の電源設備

名 称 蓄電池電圧容量l‡壬l鮨考
トヨペットクラウン

トヨヘット=【一丁ナ

トヨペットRH形

オ ー ス チ ソ

ダットサン1000CC

ダットサン800CC

〔らSEM--051A形

､:∴‥

r可 テール

･旬
イブニション

証 ライセンス

~テl▲
､

12V55Ah/_20HRl

12V32Ah(20HR〕

6V80Ahr20IIR〕

12V43Ah(.20IiR)

12V40Ah(20IiR1

6V80Ah(~20HR.1

;……冨1195特製
180W萱

1

2001l｢･

140W;1957年以前

待受時 送信時

721V

901l/

121l′

611･･r

811･r

188＼1･√

961†｢

901l･r

1211/

61lr

811T

21211｢となる｡

昼間ほ上⊥寺■己･､も〔わ,呵ほ不要であるからiF■憤電力は,

得受時7811･√,送†祁寺102Ⅵ･′となる.二

-･例としてオpステンにSEM--051A形150Mc5W

無線機を取り付けたときはラ上手~f中の発電機容還が180

Ⅵ/であるから,

蟻 間

十1021～r

+ 78W

+180W

夜 間

--81l｢

-3211/

+641～･r

となる.｣+は蓄電池に充電され,-は電池より放電さ

れる電力を意味する｡

タクシー無線は 川上矢車時は無線機電源を切る喝

合も多い_ あるいはノヒ行小も停車,低 li･ラ1 の切換

えをしばしば行うものであるから,ダイナモも常時定

硲=~力が得られているわけでほないなどから,実jl一時

の電源可ノミ態を推断することほややR険ではあるが一仮

定として,1日20時間(昼間12時間,夜間8時間)

稼動してその間無線機を連続使用し,届澗~】30分間,夜

間30分間送†｢;Lたとするこ また20時間稼動中15時

間ほ走行したという仮定をたてて計算すると,

充 電 竜 1801Vx15=2,7001lrh

放電量､と芸
間 9801lrh

間 1,61011′rh

となり,薫電池は差L引き11011′rh充電さカLることに

なる二.すなわち電源容量としては木星しないというこ

とができる､- ただ昼間走行Lないで蓄電池が相当放

電L･ている状態から夜間稼動Lて無線機を依田する場

合などにほ,当然蓄電池の電圧降卜をきたL,一一時無

線陵の使用を停止する必要が生ずることもありうる｡

また冬期ヒ一夕(35W)をつけて暖房卓とする場合庖

どにほさちにそれだけ電波溶境ほ不足し,夜間に無線

機を停止しなければならないことも起りやすくなるしノ

そこで通†.-†…i与二の少ない場合,あるいは実車時などに電
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力椚費を節約するため,送H機ヒータ電流を断にする

ことができるような方式を採刊している..

(c)使用部混の標準化およぴ一呈と_i二産を考慮Lた構造設

計,恒l路の簡易化などにより原価の低減を計ってあるr

(3) タクシー無線用窄中線

基地J｡i,移動局とも無指向帖空中線(利得OdB)を

使用する｡,基地局用空中線150Mc有川~J18形,60Mc

滞用26形ほいずれも折返し地緑付のブラウンアンテ

ナで,移動用壁小繰150Mc鵜川20形,36形,60Ⅳk

帯用29形空1~1線ほいずれも耐振柄造のホイップアン

テナであり,150Mc相川37形彗中線ほ弓′左波長のJ

形アンテナであるし 日動市政付けほ第8図のとおi)行

穫空中線は乗用車の天井,あるいは後部に取り付ける〔

3.3 電気的性能

送受信機の性能ほ電波法(昭和33年11月改止)の性能を

完全に満足している｡新電波法の技術基準および最近の

機 て

一議ク ーご♂
〟 ♂ 〟 〟

離調周波数〔初

第11図 SEM･-051形150Mc5W FM受信機

--†言ゝナ選択度特性
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須3表 SEM-054形 60Mc5W FM送信機スラ

リヤス緬射特性

逓倍次数
N=12

Nノ′2

2工ヾノ3

N-2

N-1

N+1

N十2

3Nノノ′2

2 N

3 N

周波数

(Mc〕

基本波に対する強度比(dB)

29.85

39.79

49.74

54.72

64.66

69.64

89.54

119.38

179.07

/超短波無線機の性能に関してほ本誌上で紹介されている

(2)～(4)ので,ここでほSEM-051形150Mc,SEMJ)54

形60Mc移動用無潮瀾について,代表的な鞘昭三を第10

へ｣3囲および弟3表にホすにとどめる｡:

4.タクシー用選択呼出装置

4.1概 要

選押倒Il装置は数社(10杜以内)のタクシー会社が間

一一無線周波数せ瑛出するI_川勺の併月･装置で,SSB-8形,

SCM-9形選択呼｢!_慄潤恨電披監J哩局技術基準に従って

設計したものである.J信‡封･ま基地局,移動局問,および

数社の基地后ユ相互間でトーン方式(多周波方式)により

共けほ籠線周波を使丁~FJして伝送される｡

4.2 方式説明

基地局を｢親局.｣,移動日を｢二十局｣,同じタクシー会

祉所属の親Ji-)と 合体を ｢群｣と呼ぶこととする

(ブロックダイヤグラム弟14図参照)｡

(1)選抑l酎11ノブ式(第15図参照)

択呼
ヰよ

却は 群選択方式で,たとえばA祉が通話

Lニー一丁ほA群の親口,了･局とも全部ロック解除されて通話

可能であり,他社(B群,C群,……)はA杜の親局

より発射されるロック信号(fl.)により,親局子局とも
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相互変調特性

第41巻 第7号

ロックされて通話の傍受,送信機の 動とも不能とな

る.二 A群ロック解除ほA群親局より発射される群呼出

イ言-ぢ･(f-二;A)によりA群の子局のロックが解除される｡

すなわち通話の初めに親局は群呼け=言一弓･(f-_÷A)とロッ

ク信号(ft▲)を同時に発射して目許の子局のロックを解

除し,他群をロックする⊂､A群が通話終了し,親局が

送受器を降ろす(あるいほ通話持時間30秒が一切れる〉

と,A群親Jh)より聖線復帰信号(fR)を瞬時発射して,

[1群子局および他群を空線状態にもどす.∴空線状態と

ほどの群も通話していない状態で,送信機については

親局芋局とも呼‖川jの信号(親より子を呼び出す信号

fGA,手より親を呼び出す信号fcA)電波発射が可能で

あり,受信機ほ,親局t･ま動作状態,子局ほ音声出力が

断の状態にあることをいう｡信号方式についてほ第15

図を参照して御了解いただけると思うこ.

(2) ロック方式

インバースロックになっている.｡すなわち子局が電

源を入れたときはロック状態にあり,fりを受信してロ

①
ユノ買わ

①
子馬ん

◎
干局ど′

､1一

子后〔■ク

r都

第14国 選択呼出装置説明図(各群別系統図)

A群に着日した場合の各時状態

A群の 送受信機ロック
状態 ロック 態状

訪中既示

送信機ロック解除
空
空
線状態
椋標示

A群の子よ
り親を呼び
出すと

第15図 選択呼

状有示
もロック
態

明説式方号信置装出
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ック解除となり,次にflもを受けて初めて空線状態と

なる｡親局,子局ともロック解除されて通話可能な状

態を回線二･#有状態と呼ぶこととする.子局のロックお

よびロック解除ほ親局からの信一片で行われ,親局のロ

ックおよびロック解

れることとなる｡

(3)呼才一侶邑延時間

ほ他群の親局からの信号で行わ

呼臼_l遅延時間は各社に通話の機会を均等に与えるた

めに設けられるもので,3,2,1,0秒の4段階からな

り,通話路了時ほ3秒が与えられ空線復帰信号(flモ)を

受信するごと6こ順に2,1,0秒→3秒と移行する｡親

より子あるいほ子より親を呼び‖す呼才一l_傑潤の起動は

遅延時間がいずれにあっても■可能であるが,起動後電

波を発射するまでの遅延時間抑こ他群が呼乙Iiを起動し

てロック信号を受信したときは呼出回路憬復旧し,遅

延時間は空線復帰信号を受信するまでは,もとの位置

にとどまることとなる｡

(4)通話持時間

最大30秒間とする｡親局側(SSI】-8形)にタイム

リレーを設けて同線専有状態が30秒を越えたときほ,

親局はただちに日動的に空繰復帰信号(flモ)を送り山し

て,すべての群を空線状態に復帰させる｡

A3 信号周波数

信号周波数ほ電波監理局技術基準(案)により次のとお

り定められている｡

ロック†】寺号(fL)

空線復帰信号(fR)

群選択信号(fn)

412.5c/s

397.5c/s

427.5c/s～547.5c/s閃

つ い て 939

リ レーグループにより

1.呼出遅延時間の(CR時定数)切換

2.ノセ,ノ王発射時間制御

3.ロックおよぴロック解除およぴその標示

4.空線状態,回線専有状態への切換およびその標示

5.通話持時間(タイムリレ一による)の計算

など一切の操作を行う

第17図 SSB-8形基地局用選択呼出装置系統図

15c/sごとの8波を群別に割当

子局より親呼出(fc)1,900c/sより200c/s間隔

で希群に割当

LlおよびfIミほ各群共通とし,fGおよびfcほ群別に

割り当てられる｡.

周波数偏差についてはfL,fIt,fGは士0.5c/s以内,fc

ほ±60c/s以内と規定されているが,SSB-8形,SCM

ー11形
択呼出装置でほfrJ,flモ,fGにはトランジスタを

使用した音叉発振器を使用して周囲晶度-100C～+400C

において±0.1c/s以内という安定な発振周波数が得ら

れている｡

なお,fG,fl.およびfRの受信にi･まバイプレーティソ

グリードセレクタを使川している｡

5.結 言

150Mcヰ拝,60Mc梢における40,30kcセバレーショ

ン方式の実施およぴタクシー無線用

る電波監fI妬)技術基準に

酎拙 置に関す

いて新たに設計されたタクシ

ー無線用超短波無線電話装眉につき,その概要と特長を

簡略ながら述べた｡おおかたの御批判をいただければ幸

甚とする次第である.｡潤筆するにあたり程々御指導をい

ただいた電波監理局陸上課,電波研究所機器検定諌の関

係各位ならびに日立製作所関係各位に深謝いたします｡
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